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〈春よ来い〉

介護老人保健施設 ボヌール さいたま市北区吉野町 2-1365     048(661)8223
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万
葉
集
の
女
流
歌
人
、
大
伴
坂
上
郎
女

(

お
お
と
も
の
さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め)

の
歌

で
す
。
現
代
語
に
す
る
と
、

恋
し
く
思
い
続
け
て
来
て
、

よ
う
や
く

会
え
る
そ
の
時
だ
け
で
も
、

優
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
言
っ
て
下
さ
い
、

こ
の
恋
を
長
く
と

お
思
い
な
ら
ば
、

と
な
り
、
七
夕
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
恋

歌
で
す
ね
。
星
に
な
っ
た
織
姫
と
彦
星
の

逢
瀬(

お
う
せ)

は
年
に
一
度
き
り
。
割
合
で

い
う
と
三
百
六
十
四
対
一
の
貴
重
な
一
日
。

そ
の
七
月
七
日
に
雨
が
降
る
と
、
二
人
の

間
を
隔
て
る
天
の
川
の
水
か
さ
が
増
し
て
、

渡
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
？

幼
い
こ
ろ
、

幾
度
も
外
を
見
て
は
気
を
も
み
ま
し
た
ね
。

古
い
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
増
水
し
た
時

は
、
無
数
の
カ
サ
サ
ギ
が
飛
ん
で
き
て
翼
を

広
げ
、
橋
に
な
っ
て
渡
し
て
く
れ
る
の
で
、

天
候
に
関
わ
ら
ず
、
二
人
は
毎
年
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
心
配
は
無
用
で
し
た
ね
。

↑午前中の暑すぎない時間

を選んで、屋外歩行練習。

杖の取り回しを確認。

↑付添いでデイフロアを半周。コーナーでは

曲がる方向に顔を向けて、視界を広く保ち、

進みながら、体ごと、なめらかに歩行器操作。

平成６年秋～７年秋放送。
脚本家の橋田壽賀子氏が
自身をモデルに執筆した
小説をドラマ化。遅筆で
⾧台詞.。その上、台本を
一言たりとも変えること
を許さない、役者泣かせ
の脚本家でした。

む
し
ろ
七
月
七
日
に
降
る
雨
は
、

『
催
涙
雨(

さ
い
る
い
う)

』
と
い
う
美

し
い
名
が
あ
り
、
一
年
ぶ
り
に
会
え

た
二
人
の
感
動
の
涙
が
天
か
ら
降
り
、

注
い
で
い
る
、
と
尊
ば
れ
た
の
で
す
。

こ
の
「
感
動
し
て
泣
く

」
こ
と
に
は

ス
ト
レ
ス
解
消
、

心
身
の
緊
張
を
解
く
、
、

免
疫
力
を
上
げ
る
、
等
の
効
果
が
あ
る
、

こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
の
持
続
性
に

個
人
差
は
あ
り
ま
、

す
が
、
即
効
性
が
評
価
さ
れ
て
、
近
年
、

感
動
の
涙
を
意
識
的
に
流
す
為
の
活
動
、

＝
「
涙
活(
る
い
か
つ)

」
が
、

年
代
問
わ
ず

静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

定
期
的
に
そ
の
た
め
の
時
間
を
取
り
分
け
、

名
作
映
画
や
ド
ラ
マ
を
観
る
、

文
芸
作
品
や
、

小
説
を
読
む
な
ど
し
て
、

音
楽
の
力
も
借
り
、

周
囲
を
気
に
せ
ず
泣
く
。
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
夏
も
長
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
は

リ
ハ
ビ
リ
の
日

と
「
涙
活
」
の
日
の

割
合
を
、
何
対
何
で
予
定
し
て
乗
り
切
り
ま
す
か
？
、



ちょっとひと休み♪

ねえ、ねえ、どれになさる？


